



及 川 祥 平



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・第１回 明治２６年８月２４日 ９名 「諸地方年始風俗」
・第２回 明治２７年８月２０日 ４０名 「各地方贈答の風習」
・第３回 明治２８年８月２５日 ２８名 「各地方の若者が一年中の楽
とせるものの種類」
・第４回 明治２９年８月２２日 ３７名 「育児風習」
・第５回 明治３０年８月７日 １１３名 「日本諸地方の食事に関する
事実談」
・第６回 A 明治３１年８月９日 ？名（百数十名という）「各地方に
行はるる妄信俗伝を問ふ」












































































































































































































































































２） 坪井正五郎「本会略史」『人類学会報告』第１巻第１号 １８８６年 １頁




５） 関敬吾「日本民俗学の歴史」『日本民俗学大系 第２巻 日本民俗学の
歴史と課題』平凡社 １９５８年１２月






































２６） 関敬吾 前掲論文５ ８７頁
























３８） 後藤総一郎「地方学の形成」（『柳田國男論』恒文社 １９８７年 所収）に
よると、柳田は農政学に身を置いていたからこそ、近代政府の地方理念
や政策に懐疑的であり、地方民衆の生活と精神の歴史を研究対象として
明らかにしようとする学問を生み出したと述べた。また、もし農政学の
経験がなければ、「すでに歩みをはじめていた坪井正五郎を中心とした
「東京人類学会」的フォークロアの世界を歩んでいたかもしれない」と
語った。
３９） 柳田國男「青年と学問」『青年と学問』１９２８年（『定本柳田國男集 ２５』
所収）１０４頁
４０） 柳田國男「旅行と歴史」１９２４年『青年と学問』（『定本柳田國男集』２５
所収）１３３頁
４１） 柳田國男「Ethnologyとは何か」１９２６年『青年と学問』（『定本柳田國男
集』２５所収）２４４頁
４２） 柳田國男「郷土研究の将来」１９３１年（『定本柳田國男集 ２５』所収）４７１
頁
４３） 前掲注３９ ２４３頁
４４）『郷土研究』創刊号の巻頭に高木敏雄は「郷土研究の本領」題した一文
を掲げている。それによると郷土研究の目的は「日本民族生活の凡ての
方面の根本的研究」であるとし、日本の学界（人類学界を指していると
思われる）が人種と民族の概念を混同しており、人種問題の解決が日本
民族の研究には直結しないと述べている。
【主要参考文献】
大藤時彦『日本民俗学史話』三一書房 １９９０年
大間知篤三他編『日本民俗学大系 第２巻 日本民俗学の歴史と課題』平凡
社 １９５８年
金関恕・春成秀爾編『佐原真の仕事１ 考古学への案内』岩波書店 ２００５年
後藤総一郎『柳田学前史 常民大学紀要１』岩田書院 ２０００年
桜井徳太郎編『日本民俗の伝統と創造』弘文堂 １９８８年
佐野徹『帝国日本と人類学者』勁草書房 ２００５年
瀬川清子他編『日本民俗学のエッセンス』ぺりかん社 １９７９年
勅使河原彰『日本考古学の歩み』名著出版 １９９５年
寺田和夫『日本の人類学』思索社 １９７５年
鳥越皓之『柳田民俗学のフィロソフィ』東京大学出版会 ２００２年
福間良明『辺境に映る日本─ナショナリティの融解と再構築』柏書房 ２００３
年
明治大学考古学博物館『市民の考古学２ 考古学者─その人と学問』名著出
版 １９９５年
山口昌男『知の自由人たち』NHKライブラリー １９９８年
９０（１０９）
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主
要
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告
一
覧
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
１
『
人
類
学
会
報
告
』
明
治
１９
年（
１８
８６
）３
月
１
２
我
国
婚
姻
に
関
す
る
諸
風
習
の
研
究
談
話
渡
瀬
荘
三
郎
２
淡
路
方
言
雑
録
岡
田
信
利
３
明
治
１９
年（
１８
８６
）４
月
３
婚
姻
風
俗
集
雑
録
渡
瀬
荘
三
郎
４
土
佐
国
方
言
雑
録
N
.Y
.
５
明
治
１９
年（
１８
８６
）５
月
４
婚
姻
風
俗
集
第
二
雑
録
６
『
東
京
人
類
学
会
報
告
』
明
治
１９
年（
１８
８６
）６
月
５
婚
姻
風
俗
集
第
三
雑
録
７
明
治
１９
年（
１８
８６
）７
月
６
但
馬
方
言
雑
録
河
本
庚
之
助
８
伊
予
大
洲
方
言
雑
録
堀
悌
三
郎
９
光
明
寺
石
の
棒
雑
録
若
林
勝
邦
１０
婚
姻
風
俗
集
第
四
雑
録
１１
穢
多
の
風
俗
雑
記
箕
作
元
八
１２
明
治
１９
年（
１８
８６
）９
月
７
本
邦
に
行
は
る
ヽ
当
て
物
の
種
類
及
び
起
源
談
話
坪
井
正
五
郎
１３
婚
姻
風
俗
集
第
五
雑
録
１４
明
治
１９
年（
１８
８６
）１
０
月
８
荏
原
郡
上
目
黒
村
の
石
棒
雑
録
若
林
勝
邦
・
和
田
萬
吉
１５
石
棒
の
比
較
研
究
雑
録
若
林
勝
邦
１６
婚
姻
風
俗
集
第
六
雑
録
１７
方
言
取
調
の
主
意
雑
録
三
宅
米
吉
・
辻
敬
之
・
岡
村
増
太
郎
１８
安
房
国
方
言
歌
雑
録
岡
村
増
太
郎
１９
明
治
１９
年（
１８
８６
）１
１
月
２
９
志
摩
御
坐
崎
村
の
習
俗
雑
録
福
地
復
一
２０
西
海
道
方
言
表
、
人
倫
の
部
雑
録
岡
村
増
太
郎
２１
婚
姻
風
俗
集
第
七
雑
録
２２
高
鍋
此
木
大
明
神
は
朝
鮮
人
を
祭
り
し
も
の
な
り
雑
録
神
田
孝
平
２３
足
利
近
傍
の
賤
民
雑
録
坪
井
正
五
郎
２４
明
治
１９
年（
１８
８６
）１
２
月
１０
石
棒
の
比
較
に
就
き
て
談
話
若
林
勝
邦
２５
穢
多
は
他
国
人
な
る
可
し
雑
録
藤
井
乾
助
２６
婚
姻
風
俗
集
第
八
雑
録
８９（１１０）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
２７
方
言
歌
雑
録
岡
村
増
太
郎
２８
や
し
符
帳
言
葉
雑
記
岡
村
増
太
郎
２９
羽
前
山
形
辺
の
厠
と
雨
具
雑
記
若
林
勝
邦
３０
明
治
２０
年（
１８
８７
）１
月
１１
涅
歯
の
由
来
雑
録
緒
方
正
清
３１
婚
姻
風
俗
集
第
九
雑
録
３２
明
治
２０
年（
１８
８７
）２
月
１２
方
言
歌
に
付
き
岡
村
君
に
質
す
雑
録
和
田
萬
吉
３３
函
館
方
言
雑
録
佐
藤
重
記
３４
婚
姻
風
俗
集
第
十
雑
録
３５
ネ
ブ
タ
踊
雑
記
井
上
毅
３６
明
治
２０
年（
１８
８７
）３
月
１３
削
り
掛
け
の
種
類
及
び
沿
革
談
話
坪
井
正
五
郎
３７
エ
ッ
タ
は
越
人
に
し
て
元
兵
の
奴
隷
と
な
り
た
る
も
の
な
る
事
及
び
其
他
の
事
ど
も
雑
録
金
子
徴
３８
婚
姻
風
俗
集
第
十
一
雑
録
３９
明
治
２０
年（
１８
８７
）４
月
１４
内
耳
鍋
の
話
談
話
神
田
孝
平
４０
風
俗
漸
化
を
計
る
簡
単
法
談
話
坪
井
正
五
郎
４１
明
治
２０
年（
１８
８７
）５
月
１５
遠
江
国
京
丸
小
俣
丸
二
村
の
口
碑
風
俗
雑
録
坪
井
正
五
郎
４２
石
棒
彙
報
雑
録
４３
粥
杖
の
起
り
雑
録
山
中
笑
４４
婚
姻
風
俗
集
第
十
二
雑
録
４５
削
り
掛
け
二
種
雑
録
萩
原
正
倫
４６
武
蔵
四
郡
に
て
歳
神
に
奉
る
物
雑
録
根
岸
武
香
４ ７
明
治
２０
年（
１８
８７
）６
月
１６
内
側
に
耳
あ
る
鍋
の
事
に
付
き
神
田
孝
平
先
生
に
申
す
談
話
坪
井
正
五
郎
４８
中
等
以
上
の
者
九
百
人
の
風
俗
を
調
べ
た
る
成
績
談
話
坪
井
正
五
郎
４９
削
り
掛
け
再
考
雑
録
坪
井
正
五
郎
５０
甲
斐
方
言
雑
録
吉
田
時
５１
婚
姻
風
俗
集
第
十
三
雑
録
５２
明
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２０
年（
１８
８７
）７
月
１７
陸
奥
中
津
軽
国
吉
村
風
俗
雑
録
佐
藤
蔀
５３
削
り
掛
け
考
材
料
雑
録
坪
井
正
五
郎
８８（１１１）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
５４
佐
渡
方
言
雑
録
大
川
通
久
５５
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
明
治
２０
年（
１８
８７
）８
月
１８
東
京
中
三
ヶ
所
及
び
相
模
三
崎
に
て
行
い
た
る
風
俗
測
定
雑
録
坪
井
正
五
郎
５６
伊
豆
御
蔵
島
方
言
及
び
盆
歌
雑
録
栗
本
俊
吉
５７
婚
姻
風
俗
集
第
十
四
雑
録
５８
明
治
２０
年（
１８
８７
）９
月
１９
日
本
鹿
製
石
棒
雑
録
淡
岸
夫
５９
明
治
２０
年（
１８
８７
）１
１
月
３
２１
御
幣
及
び
削
掛
の
起
り
雑
録
山
中
笑
６０
阿
波
の
風
俗
雑
記
鳥
居
龍
蔵
６１
明
治
２０
年（
１８
８７
）１
２
月
２２
削
り
掛
け
の
事
二
件
雑
録
和
田
萬
吉
６２
内
耳
鍋
の
事
に
付
き
て
雑
録
上
田
栄
吉
６３
庄
内
地
方
の
藁
人
形
雑
記
蓑
虫
６４
土
蔵
塗
納
め
の
祝
雑
記
蓑
虫
６５
信
濃
盆
歌
雑
記
菊
池
松
太
郎
６６
石
戦
の
遺
風
雑
記
若
林
勝
邦
６７
年
の
始
の
風
俗
雑
記
坪
井
正
五
郎
６８
明
治
２１
年（
１８
８８
）１
月
２３
伊
豆
諸
島
に
於
け
る
人
類
学
上
の
取
調
、
大
島
の
部
談
話
坪
井
正
五
郎
６９
埴
輪
土
偶
に
基
い
て
古
代
の
風
俗
を
演
ぶ
雑
録
坪
井
正
五
郎
７０
明
治
２１
年（
１８
８８
）２
月
２４
年
始
風
俗
彙
報
十
件
雑
録
７１
明
治
２１
年（
１８
８８
）３
月
２５
羽
前
国
西
田
川
郡
五
十
川
村
に
長
寿
の
者
多
き
事
及
方
言
雑
録
羽
柴
雄
輔
７２
古
船
説
雑
録
山
崎
直
方
７３
年
始
風
俗
彙
報
雑
録
７４
明
治
２１
年（
１８
８８
） ４
月
２６
削
掛
と
御
幣
雑
録
大
矢
透
７５
婚
姻
風
俗
集
第
十
五
雑
録
７６
年
始
風
俗
彙
報
十
三
件
雑
録
７７
明
治
２１
年（
１８
８８
）５
月
２７
年
始
風
俗
彙
報
雑
録
７８
信
濃
国
諏
訪
村
及
び
滋
野
賀
村
近
傍
盆
風
俗
雑
記
加
茂
元
喜
７９
魂
魄
を
帰
来
せ
し
め
ん
と
す
る
俗
雑
記
羽
柴
雄
輔
８０
明
治
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年（
１８
８８
）６
月
２８
風
俗
測
定
成
績
及
び
新
案
談
話
坪
井
正
五
郎
８１
淫
祀
の
研
究
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録
羽
柴
雄
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８７（１１２）
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誌
名
刊
行
年
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数
号
数
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事
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種
別
執
筆
者
８２
明
治
２１
年（
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）７
月
２９
飛
騨
国
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俗
其
他
雑
録
藤
森
峯
三
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古
代
人
民
の
風
習
の
一
事
を
見
る
雑
録
谷
千
生
８４
竪
穴
に
等
し
き
小
屋
に
屬
し
た
る
漁
業
雑
録
羽
柴
雄
輔
８５
婚
姻
風
俗
集
第
十
六
雑
録
８６
沖
縄
県
宮
古
島
及
沖
縄
嶋
対
訳
方
言
集
雑
録
田
代
安
定
８７
明
治
２１
年（
１８
８８
）９
月
３１
石
棒
の
用
法
上
篇
雑
録
羽
柴
雄
輔
８８
明
治
２１
年（
１８
８８
）１
０
月
４
３２
形
語（
仕
方
言
葉
）
談
話
鈴
木
券
太
郎
８９
日
本
語
方
の
起
源
雑
録
寺
石
正
路
９０
明
治
２１
年（
１８
８８
）１
１
月
３３
日
本
古
今
文
字
通
考
上
篇
雑
録
金
子
徴
９１
方
言
取
調
を
賛
成
す
る
こ
と
及
荘
内
方
言
表
雑
録
羽
柴
雄
輔
９２
長
野
県
河
中
島
方
言
雑
録
岡
澤
米
吉
郎
９３
竪
穴
に
等
し
き
小
屋
に
屬
し
た
る
漁
業
第
二
雑
録
羽
柴
雄
輔
９４
明
治
２１
年（
１８
８８
）１
２
月
３４
食
人
風
習
に
つ
い
て
述
ぶ
雑
録
寺
石
正
路
９５
日
本
古
今
文
字
通
考
中
篇
甲
雑
録
金
子
徴
９６
志
摩
国
英
虞
郡
和
具
村
の
風
俗
雑
録
古
坂
生
９７
壱
岐
国
風
俗
及
方
言
雑
録
菊
池
吉
祥
９８
明
治
２２
年（
１８
８９
）１
月
３５
日
本
古
今
文
字
通
考
中
乙
雑
録
金
子
徴
９９
東
京
西
京
及
び
高
松
に
お
け
る
風
俗
測
定
の
成
績
雑
録
坪
井
正
五
郎
１０
０
遊
初
島
記
雑
録
三
浦
謹
之
助
１０
１
東
北
地
方
旅
行
見
聞
雑
録
佐
藤
重
紀
１０
２
本
邦
古
代
法
取
調
項
目
雑
録
鈴
木
券
太
郎
１０
３
南
部
の
画
暦
と
与
那
国
の
画
帳
雑
録
坪
井
正
五
郎
１０
４
方
言
集
雑
録
１０
５
明
治
２２
年（
１８
８９
）２
月
３６
左
袵
の
風
俗
論
説
及
報
告
寺
石
正
路
１０
６
南
部
の
画
暦
附
年
中
行
事
論
説
及
報
告
佐
藤
重
紀
１０
７
壱
岐
国
風
俗
後
報
論
説
及
報
告
菊
池
吉
祥
１０
８
患
部
を
画
き
て
神
社
に
納
む
る
の
風
習
論
説
及
報
告
名
和
靖
１０
９
方
言
研
究
の
材
料
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
８６（１１３）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
１１
０
荘
内
稚
児
言
葉
論
説
及
報
告
羽
柴
雄
輔
１１
１
米
沢
稚
児
言
葉
論
説
及
報
告
佐
藤
周
助
１１
２
明
治
２２
年（
１８
８９
）３
月
３７
患
部
を
画
き
て
神
社
に
納
む
る
の
風
習
に
関
し
て
論
説
及
報
告
鈴
木
券
太
郎
１１
３
日
本
語
と
朝
鮮
語
と
の
類
似
論
説
及
報
告
大
矢
透
１１
４
因
幡
国
鳥
取
方
言
表
論
説
及
報
告
加
茂
元
善
１１
５
陸
中
国
鹿
角
郡
方
言
表
論
説
及
報
告
泉
沢
恒
蔵
１１
６
明
治
２２
年（
１８
８９
）４
月
３８
東
京
に
於
け
る
髪
服
履
欧
化
の
波
動
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
１１
７
居
宅
の
戸
口
に
掲
出
せ
る
魔
除
厭
勝
の
類
論
説
及
報
告
石
井
民
司
１１
８
今
日
の
日
本
言
語
論
説
及
報
告
大
久
保
初
男
１１
９
日
本
「
ヘ
ブ
リ
ユ
」
鬼
神
談
の
比
較
論
説
及
報
告
寺
石
正
路
１２
０
小
笠
原
島
風
俗
記
論
説
及
報
告
加
茂
元
善
１２
１
患
部
を
書
き
て
神
社
に
納
む
る
の
風
習
大
阪
に
も
有
り
論
説
及
報
告
長
江
藤
次
郎
１２
２
め
く
ら
帳
論
説
及
報
告
豊
田
伴
１２
３
方
言
集（
近
江
、
伊
豆
、
岩
代
、
越
前
、
紀
伊
）
方
言
集
１２
４
明
治
２２
年（
１８
８９
）５
月
３９
指
を
以
て
計
算
の
具
と
す
る
事
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
１２
５
妄
信
の
材
料
論
説
及
報
告
石
井
民
司
１２
６
年
始
風
俗
彙
報
論
説
及
報
告
佐
藤
重
紀
１２
７
方
言
集（
越
中
、
下
総
陸
中
、
壱
岐
）
方
言
集
１２
８
め
く
ら
帳
の
一
類
雑
報
石
井
民
司
１２
９
明
治
２２
年（
１ ８
８９
）６
月
４０
東
向
き
西
向
き
論
説
及
報
告
鈴
木
券
太
郎
１３
０
門
戸
に
掲
出
す
御
守
り
の
話
論
説
及
報
告
山
中
笑
１３
１
陸
奥
国
年
始
風
俗
彙
報
論
説
及
報
告
佐
藤
重
紀
１３
２
方
言
集（
上
総
、
加
賀
、
陸
中
、
備
後
方
言
集
１３
３
明
治
２２
年（
１８
８９
）７
月
４１
日
本
上
古
風
俗
考
論
説
及
報
告
白
井
光
太
郎
１３
４
大
阪
に
於
け
る
風
俗
測
定
及
欧
化
の
波
動
論
説
及
報
告
塚
本
巳
之
吉
１３
５
古
今
文
字
通
考
中
篇
論
説
及
報
告
金
子
徴
１３
６
陸
奥
国
年
始
風
俗
彙
報
論
説
及
報
告
佐
藤
重
紀
１３
７
方
言
集（
周
防
、
越
後
、
下
野
、
備
後
、
加
賀
）
方
言
集
８５（１１４）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
１３
８
明
治
２２
年（
１８
８９
）８
月
４２
旧
化
生
存
の
話
論
説
及
報
告
鈴
木
券
太
郎
１３
９
日
本
古
今
文
字
通
考
中
編
論
説
及
報
告
金
子
徴
１４
０
ほ
た
き
棒
説
明
論
説
及
報
告
真
崎
勇
助
１４
１
近
江
国
蒲
生
郡
地
方
の
妄
信
論
説
及
報
告
西
川
吉
之
輔
１４
２
方
言
集（
豊
前
、
駿
河
、
山
城
、
越
中
）
方
言
集
１４
３
明
治
２２
年（
１８
８９
）９
月
４３
日
本
上
古
風
俗
図
考
第
二
論
説
及
報
告
白
井
光
太
郎
１４
４
東
京
に
於
け
る
風
俗
測
定
成
績
論
説
及
報
告
鳥
居
邦
太
郎
１４
５
妄
信
の
材
料
第
二
論
説
及
報
告
石
井
民
司
１４
６
荘
内
に
於
て
得
た
る
魔
除
厭
勝
の
材
料
論
説
及
報
告
羽
柴
雄
輔
１４
７
陸
奥
国
北
上
郡
年
始
風
俗
論
説
及
報
告
佐
藤
虎
次
郎
１４
８
明
治
２２
年（
１８
８９
）１
０
月
５
４４
日
本
古
代
婚
姻
法
取
調
材
料
論
説
及
報
告
三
宅
米
吉
１４
９
横
浜
に
於
け
る
風
俗
測
定
成
績
論
説
及
報
告
鳥
居
邦
太
郎
１５
０
樵
夫
猟
夫
の
禁
止
語
及
掟
雑
記
藤
井
秀
任
１５
１
明
治
２２
年（
１８
８９
）１
１
月
４５
二
つ
山
の
結
婚
に
つ
き
て
雑
報
片
桐
文
蔵
１５
２
明
治
２２
年（
１８
８９
）１
２
月
４６
日
本
古
代
婚
姻
法
取
調
材
料（
続
）
論
説
及
報
告
三
宅
米
吉
１５
３
門
口
に
掲
出
せ
る
魔
除
厭
勝
の
類
論
説
及
報
告
大
高
坂
守
衛
１５
４
明
治
２３
年（
１８
９０
）２
月
４７
日
本
古
代
婚
姻
法
取
調
材
料（
続
）
論
説
及
報
告
三
宅
米
吉
１５
５
拍
手
並
手
指
を
以
て
売
買
す
る
遺
風（
付
盲
目
符
牒
）
論
説
及
報
告
井
上
喜
久
治
１５
６
明
治
２３
年（
１８
９０
）４
月
４９
栲
布
考
論
説
及
報
告
三
宅
米
吉
１５
７
荘
内
に
於
て
婚
礼
に
関
す
る
古
法
令
論
説
及
報
告
羽
柴
雄
輔
１５
８
明
治
２３
年（
１８
９０
）５
月
５０
陸
奥
広
前
の
風
俗
一
斑
論
説
及
報
告
下
澤
保
躬
１５
９
妄
信
の
材
料
雑
報
永
田
熊
彦
１６
０
明
治
２３
年（
１８
９０
）７
月
５２
沖
縄
県
八
重
山
列
島
見
聞
餘
録
論
説
及
報
告
淡

１６
１
地
名
に
就
き
て
論
説
及
報
告
佐
藤
重
紀
１６
２
明
治
２３
年（
１８
９０
）８
月
５３
陸
奥
の
樵
夫
が
用
ゆ
る
記
号
論
説
及
報
告
若
林
勝
邦
１６
３
明
治
２３
年（
１８
９０
）９
月
５４
め
の
字
の
額
論
説
及
報
告
鈴
木
券
太
郎
１６
４
明
治
２３
年（
１８
９０
）１
０
月
６
５５
薩
南
諸
島
の
風
俗
餘
事
に
就
て
論
説
及
報
告
田
代
安
定
１６
５
明
治
２３
年（
１８
９０
）１
１
月
５６
薩
南
諸
島
の
風
俗
餘
事
に
就
て
論
説
及
報
告
田
代
安
定
８４（１１５）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
１６
６
明
治
２３
年（
１８
９０
）１
２
月
５７
薩
南
諸
島
の
風
俗
餘
事
に
就
て
論
説
及
報
告
田
代
安
定
１６
７
陸
奥
広
前
年
中
行
事
一
斑
論
説
及
報
告
下
澤
保
躬
１６
８
明
治
２４
年（
１８
９１
）１
月
５８
信
濃
国
東
筑
摩
郡
松
元
町
之
婚
姻
風
習
雑
報
田
中
正
太
郎
１６
９
越
中
国
礪
波
郡
城
端
町
婚
姻
風
習
雑
報
田
中
正
太
郎
１７
０
明
治
２４
年（
１８
９１
）２
月
５９
琉
球
船
の
事
及
び
波
龍
船
の
事
論
説
及
報
告
佐
久
間
舜
一
郎
１７
１
肥
後
国
五
家
荘
人
民
の
生
活
論
説
及
報
告
石
井
八
万
次
郎
１７
２
陸
奥
国
東
津
軽
郡
大
野
村
年
末
年
始
の
風
俗
論
説
及
報
告
角
田
猛
彦
１７
３
流
行
病
予
防
の
ま
じ
な
い
に
就
て
雑
報
鈴
木
券
太
郎
１７
４
明
治
２４
年（
１８
９１
）３
月
６０
薩
南
諸
島
の
風
俗
餘
事
に
就
て
論
説
及
報
告
田
代
安
定
１７
５
遺
風
研
究
の
中
正
月
十
四
日
、
十
五
日
の
風
習
儀
式
論
説
及
報
告
鈴
木
券
太
郎
１７
６
阿
波
の
削
り
掛
雑
報
鳥
居
龍
蔵
１７
７
明
治
２４
年（
１８
９１
）４
月
６１
沖
縄
県
諸
島
結
縄
記
標
考
論
説
及
報
告
田
代
安
定
１７
８
越
前
竹
田
正
月
の
風
俗
雑
報
吉
野
芳
１７
９
明
治
２ ４
年（
１８
９１
）５
月
６２
沖
縄
県
諸
島
結
縄
記
標
考（
続
き
）
論
説
及
報
告
田
代
安
定
１８
０
明
治
２４
年（
１８
９１
）６
月
６３
陸
奥
国
東
津
軽
郡
大
野
村
産
婦
取
扱
の
習
慣
雑
報
角
田
猛
彦
１８
１
阿
波
国
北
方
の
盆
小
屋
雑
報
香
川
槐
三
１８
２
明
治
２４
年（
１８
９１
）７
月
６４
沖
縄
県
諸
島
結
縄
記
標
考（
続
き
）
論
説
及
報
告
田
代
安
定
１８
３
明
治
２４
年（
１８
９１
）８
月
６５
沖
縄
県
諸
島
結
縄
記
標
考（
続
き
）
論
説
及
報
告
田
代
安
定
１８
４
本
邦
涅
歯
考
論
説
及
報
告
佐
藤
重
紀
１８
５
明
治
２４
年（
１８
９１
）９
月
６６
結
縄
、
書
契
の
例
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
１８
６
本
邦
涅
歯
考（
前
号
の
続
）
論
説
及
報
告
佐
藤
重
紀
１８
７
明
治
２４
年（
１８
９１
）１
２
月
７
６９
涅
歯
の
風
俗
は
神
代
の
遺
風
な
り
論
説
及
報
告
樋
口
貞
二
郎
１８
８
明
治
２５
年 （
１８
９２
）２
月
７１
羽
前
澤
新
田
村
の
重
陽
風
俗
雑
報
黒
川
友
恭
１８
９
明
治
２５
年（
１８
９２
）４
月
７３
大
和
十
津
川
郷
風
俗
一
斑
雑
報
山
崎
直
方
１９
０
明
治
２５
年（
１８
９２
）５
月
７４
南
部
方
言
雑
報
佐
藤
重
紀
１９
１
明
治
２５
年（
１８
９２
）６
月
７５
南
部
方
言
雑
報
佐
藤
重
紀
１９
２
明
治
２５
年（
１８
９２
）９
月
７８
沖
縄
県
諸
島
記
標
文
字
説
明
論
説
及
報
告
田
代
安
定
１９
３
明
治
２５
年（
１８
９２
）１
０
月
８
７９
沖
縄
県
諸
島
記
標
文
字
説
明
論
説
及
報
告
田
代
安
定
８３（１１６）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
１９
４
明
治
２５
年（
１８
９２
）１
１
月
８０
海
南
諸
島
宗
教
考
篇
論
説
及
報
告
田
代
安
定
１９
５
明
治
２６
年（
１８
９３
）１
月
８２
沖
縄
県
諸
島
記
標
文
字
説
明
論
説
及
報
告
田
代
安
定
１９
６
食
人
風
習
補
遺
論
説
及
報
告
寺
石
正
路
１９
７
明
治
２６
年（
１８
９３
）２
月
８３
沖
縄
県
記
標
文
字
説
明（
続
）
論
説
及
報
告
田
代
安
定
１９
８
小
児
の
計
算
言
葉
と
商
家
の
符
牒
論
説
及
報
告
羽
柴
雄
輔
１９
９
明
治
２６
年（
１８
９３
）４
月
８５
飲
食
物
に
つ
き
て
論
説
及
報
告
香
川
樟
三
郎
２０
０
沖
縄
県
記
標
文
字
説（
続
）
論
説
及
報
告
田
代
安
定
２０
１
鹿
児
島
県
下
大
島
郡
島
雑
辞
論
説
及
報
告
田
代
安
定
２０
２
明
治
２６
年（
１８
９３
）７
月
８８
荘
内
土
民
の
罪
人
取
扱
い
方
に
就
き
論
説
及
報
告
羽
柴
雄
輔
２０
３
明
治
２６
年（
１８
９３
）９
月
９０
方
言
の
性
質
及
び
調
査
法
論
説
及
報
告
岡
倉
由
三
郎
２０
４
陸
奥
弘
前
地
方
に
て
忌
む
名
の
種
類
雑
報
卜
澤
閑
雲
２０
５
明
治
２６
年（
１８
９３
）１
０
月
９
９１
方
言
の
性
質
及
び
其
調
査
法（
承
前
）
論
説
及
報
告
岡
倉
由
三
郎
２０
６
明
治
２６
年（
１８
９３
）１
１
月
９２
船
木
の
神
と
「
オ
キ
ク
ル
ミ
」
の
話
雑
録
ウ
レ
ン
キ
シ
マ
２０
７
明
治
２７
年（
１８
９４
）１
月
９４
土
俗
会
談
話
録（
諸
地
方
年
始
風
俗
）
論
説
及
報
告
２０
８
越
中
旅
行
見
聞
録
雑
報
田
中
正
太
郎
２０
９
明
治
２７
年（
１８
９４
）２
月
９５
土
俗
調
査
よ
り
生
ず
る
三
利
益
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
２１
０
明
治
２７
年（
１８
９４
）３
月
９６
八
重
山
群
島
住
民
の
言
語
及
宗
教
論
説
及
報
告
田
代
安
定
２１
１
明
治
２７
年（
１８
９４
）５
月
９８
奥
州
地
方
に
於
て
尊
信
せ
ら
る
る
オ
シ
ラ
神
に
就
て
論
説
及
報
告
伊
能
嘉
矩
２１
２
伊
豆
新
島
婦
人
の
現
況
論
説
及
報
告
水
越
正
義
２１
３
明
治
２７
年（
１８
９４
）８
月
１０
１
妄
信
百
五
十
件
論
説
及
報
告
神
田
喜
三
郎
２１
４
明
治
２７
年（
１８
９４
）９
月
１０
２
第
二
回
土
俗
会
談
話
録
論
説
及
報
告
２１
５
明
治
２７
年（
１８
９４
）１
０
月
１０
１０
３
妄
信
録
論
説
及
報
告
川
角
寅
吉
２１
６
本
邦
の
丸
木
舟
雑
報
鳥
居
龍
蔵
２１
７
明
治
２７
年（
１８
９４
）１
１
月
１０
４
カ
ジ
キ
及
び
其
名
称
の
分
布
論
説
及
報
告
鳥
居
龍
蔵
２１
８
再
び
丸
木
舟
に
就
て
雑
報
鳥
居
龍
蔵
２１
９
丸
木
舟
に
就
て
雑
報
館
岡
虎
三
２２
０
明
治
２７
年（
１８
９４
）１
２
月
１０
５
島
田
髷
に
似
た
る
古
代
の
結
髪
論
説
及
報
告
鳥
居
龍
蔵
２２
１
明
治
２８
年（
１８
９５
） １
月
１０
６
沖
縄
県
八
重
山
諸
島
婦
人

飾
珠
の
説
論
説
及
報
告
田
代
安
定
８２（１１７）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
２２
２
妄
信
材
料
雑
報
和
田
千
吉
２２
３
妄
信
材
料
集
雑
報
田
中
正
太
郎
２２
４
妄
信
材
料
拾
遺
雑
報
館
岡
虎
三
２２
５
独
木
舟
に
就
て
雑
報
館
岡
虎
三
２２
６
明
治
２８
年（
１８
９５
）２
月
１０
７
お
し
ま
げ
論
説
及
報
告
鳥
居
龍
蔵
２２
７
明
治
２８
年（
１８
９５
）３
月
１０
８
播
磨
国
飾
東
部
北
篠
村
に
於
け
る
人
身
御
供
の
遺
風
論
説
及
報
告
和
田
千
吉
２２
８
羽
後
国
男
鹿
半
島
の
土
俗
雑
報
佐
藤
初
太
郎
２２
９
大
阪
桃
山
の
「
ノ
ー
セ
ン
ギ
ヤ
ウ
」
雑
報
佐
藤
伝
蔵
２３
０
明
治
２８
年（
１８
９５
）４
月
１０
９
鳥
居
氏
の
カ
ジ
キ
説
を
読
む
論
説
及
報
告
佐
藤
貞
治
２３
１
伊
豆
新
島
の
ヤ
カ
ミ
シ
ュ
ー
論
説
及
報
告
鳥
居
龍
蔵
２３
２
妄
信
録（
第
二
）
雑
録
川
角
寅
吉
２３
３
妄
信
材
料
第
二
雑
録
田
中
正
太
郎
２３
４
明
治
２８
年（
１８
９５
）５
月
１１
０
武
蔵
秩
父
地
方
に
於
け
る
人
類
学
的
旅
行
土
俗
論
説
及
報
告
大
野
延
太
郎
２３
５
明
治
２８
年（
１８
９５
） ７
月
１１
２
装
飾
の
意
匠
に
就
て
論
説
及
報
告
下
村
三
四
吉
２３
６
明
治
２８
年（
１８
９５
）８
月
１１
３
伊
豆
新
島
の
土
俗
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
２３
７
明
治
２８
年（
１８
９５
）１
０
月
１１
１１
５
東
京
人
類
学
会
創
立
第
十
一
年
会
に
於
て
為
し
た
る
演
説
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
２３
８
甲
斐
の
石
棒（
図
入
）
論
説
及
報
告
山
中
笑
２３
９
第
三
回
土
俗
会
談
話
録（
諸
地
方
若
者
の
娯
楽
）
論
説
及
報
告
２４
０
明
治
２８
年（
１８
９５
）１
１
月
１１
６
伊
豆
七
島
の
中
、
利
島
の
土
俗
論
説
及
報
告
水
越
正
義
２４
１
甲
斐
の
子
供
遊
び
雑
録
山
中
笑
２４
２
宮
古
島
の
洗
骨
雑
報
林
若
吉
２４
３
嚔（
ク
サ
メ
）に
つ
い
て
雑
報
石
井
研
堂
２４
４
明
治
２９
年（
１８
９６
）１
月
１１
８
伊
豆
大
島
土
俗
観
察
の
記
論
説
及
報
告
山
崎
直
方
２４
５
明
治
２９
年（
１８
９６
）２
月
１１
９
琉
球
群
島
ニ
於
ケ
ル
人
類
学
上
の
事
実
論
説
及
報
告
笹
森
儀
助
２４
６
明
治
２９
年（
１８
９６
）３
月
１２
０
北
陸
地
方
に
於
け
る
人
類
学
上
の
所
見
・
上
編
論
説
及
報
告
八
木
奘
三
郎
２４
７
明
治
２９
年（
１８
９６
）６
月
１２
３
陸
前
国
黒
川
郡
全
部
土
俗
一
斑
論
説
及
報
告
布
施
千
造
２４
８
羽
後
国
男
鹿
半
島
の
土
俗
雑
報
佐
藤
初
太
郎
２４
９
明
治
２９
年（
１８
９６
）８
月
１２
５
北
陸
地
方
に
於
け
る
人
類
学
上
の
所
見
・
中
編
論
説
及
報
告
八
木
奘
三
郎
８１（１１８）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
２５
０
明
治
２９
年（
１８
９６
）９
月
１２
６
越
後
三
面
村
の
土
俗
論
説
及
報
告
宮
島
幹
之
助
２５
１
北
陸
地
方
に
於
け
る
人
類
学
上
の
所
見（
前
号
の
続
き
）
論
説
及
報
告
八
木
奘
三
郎
２５
２
明
治
２９
年（
１８
９６
）１
０
月
１２
１２
７
東
京
人
類
学
会
創
立
第
十
二
年
会
に
於
て
の
演
説
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
２５
３
明
治
２９
年（
１８
９６
）１
１
月
１２
８
第
四
回
土
俗
回
談
話
録
論
説
及
報
告
２５
４
明
治
２９
年（
１８
９６
）１
２
月
１２
９
北
陸
地
方
に
於
け
る
人
類
学
上
の
所
見
論
説
及
報
告
八
木
奘
三
郎
２５
５
明
治
３０
年（
１８
９７
）１
月
１３
０
日
本
古
代
の
神
話
と
宮
古
島
神
話
雑
録
鳥
居
龍
蔵
２５
６
明
治
３０
年（
１８
９７
）２
月
１３
１
人
類
学
的
聞
見
記
雑
録
布
施
千
造
２５
７
明
治
３０
年（
１８
９７
）３
月
１３
２
琉
球
俚
諺
第
一
篇（
沖
縄
島
）
雑
録
黒
岩
恒
２５
８
明
治
３０
年（
１８
９７
）４
月
１３
３
阿
波
国
祖
谷
土
俗
調
査
論
説
及
報
告
中
井
伊
與
太
・
曽
木
嘉
五
郎
２５
９
明
治
３０
年（
１８
９７
）６
月
１３
５
甲
斐
の
贈
答
風
習
雑
報
山
中
笑
２６
０
明
治
３０
年（
１８
９７
）７
月
１３
６
日
本
諸
地
方
の
食
事
に
関
す
る
事
実
雑
報
２６
１
明
治
３０
年（
１８
９７
）１
１
月
１３
１４
０
東
京
人
類
学
会
創
立
第
十
三
年
会
演
説
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
２６
２
琉
球
俚
諺（
八
重
山
）
雑
録
黒
岩
恒
２６
３
子
供
の
遊
戯
に
就
て
雑
録
田
中
正
太
郎
２６
４
土
俗
談
話
会
と
土
俗
茶
話
会
雑
録
２６
５
明
治
３０
年（
１８
９７
）１
２
月
１４
１
土
俗
談
話
会
録（
第
五
回
）
論
説
及
報
告
２６
６
明
治
３１
年（
１８
９８
）２
月
１４
３
琉
球
俚
諺
第
一
篇（
沖
縄
島
の
続
き
）
雑
録
黒
岩
恒
２６
７
明
治
３１
年（
１８
９８
）７
月
１４
８
各
地
俚
諺
録（
下
野
、
常
陸
、
八
丈
、
信
濃
）
雑
録
磯
部
武
者
五
郎
２６
８
明
治
３１
年（
１８
９８
）８
月
１４
９
石
人
畧
記
論
説
及
報
告
八
木
奘
三
郎
２６
９
明
治
３１
年（
１８
９８
）９
月
１５
０
盲
信
俗
伝
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
２７
０
第
六
回
土
俗
談
話
筆
記
論
説
及
報
告
２７
１
明
治
３１
年（
１８
９８
）１
０
月
１４
１５
１
第
六
回
土
俗
会
速
記
録
論
説
及
報
告
２７
２
旅
中
所
見
（
※
隠
岐
の
土
俗
及
び
石
器
）
論
説
及
報
告
大
野
延
太
郎
２７
３
明
治
３１
年 （
１８
９８
）１
１
月
１５
２
東
京
人
類
学
会
創
立
第
十
四
年
会
演
説
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
２７
４
明
治
３２
年（
１８
９９
）１
月
１５
４
琉
球
土
俗
調
査
存
稿
雑
録
黒
岩
恒
２７
５
明
治
３２
年（
１８
９９
）２
月
１５
５
「
旭
さ
し
云
々
」
の
口
碑
と
古
墳
と
の
関
係
２７
６
明
治
３２
年（
１８
９９
）３
月
１５
６
人
類
学
上
土
俗
調
査
の
範
囲
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
８０（１１９）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
２７
７
琉
球
土
俗
調
査
存
稿
雑
録
黒
岩
恒
２７
８
明
治
３２
年（
１８
９９
）６
月
１５
９
再
び
「
旭
さ
し
云
々
」
の
口
碑
に
付
て
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
２７
９
美
濃
の
土
俗
雑
録
林
魁
一
２８
０
常
陸
上
青
柳
地
方
ノ
盲
信
俗
伝
雑
録
羽
生
英
雄
２８
１
石
棒
類
似
の
品
を
祭
れ
る
遺
風
雑
報
武
谷
等
２８
２
明
治
３２
年（
１８
９９
）８
月
１６
１
琉
球
に
於
け
る
盲
信
俗
伝
及
び
児
童
語
雑
録
友
寄
喜
直
２８
３
明
治
３２
年（
１８
９９
）１
０
月
１５
１６
３
東
京
人
類
学
会
第
十
五
年
会
演
説
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
２８
４
明
治
３２
年（
１８
９９
）１
１
月
１６
４
伊
豆
利
島
の
住
民
論
説
及
報
告
水
越
正
義
２８
５
明
治
３３
年（
１９
００
）２
月
１６
７
犬
肉
食
用
考
論
説
及
報
告
奥
村
繁
次
郎
２８
６
明
治
３３
年（
１ ９
００
）３
月
１６
８
美
濃
郡
上
郡
古
物
及
土
俗
論
説
及
報
告
林
槐
一
２８
７
琉
球
俚
諺
第
二
篇（
宮
古
）
雑
録
黒
岩
恒
２８
８
明
治
３３
年（
１９
００
）５
月
１７
０
琉
球
旅
行
の
覚
へ
書
き
論
説
及
報
告
吉
原
重
康
２８
９
涅
歯
風
俗
雑
報
２９
０
旭
さ
し
云
々
の
一
例
雑
報
濱
田
耕
作
２９
１
明
治
３３
年（
１９
００
）６
月
１７
１
「
旭
さ
し
云
々
」
の
数
例
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
２９
２
第
六
回
土
俗
会
記
事
雑
録
２９
３
明
治
３３
年（
１９
００
）７
月
１７
２
伊
豆
国
新
島
土
俗
を
調
査
し
て
本
邦
古
代
の
遺
風
多
き
所
以
を
論
ず
論
説
及
報
告
水
越
正
義
２９
４
明
治
３３
年（
１９
００
）１
０
月
１６
１７
５
沖
縄
ノ
「
お
が
み
」
并
に
「
お
も
ろ
」
双
紙
に
就
て
論
説
及
報
告
加
藤
三
吾
２９
５
明
治
３３
年（
１９
００
）１
１
月
１７
６
東
京
人
類
学
会
創
立
第
十
六
回
記
念
会
演
説
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
２９
６
明
治
３３
年（
１９
００
）１
２
月
１７
７
第
六
回
土
俗
会
記
事（
承
前
）
雑
録
２９
７
明
治
３４
年（
１９
０１
）１
月
１７
８
妄
信
録（
第
三
）
雑
録
川
角
寅
吉
２９
８
明
治
３４
年（
１９
０１
）２
月
１７
９
家
標
考
論
説
及
報
告
栗
原
保
二
郎
２９
９
明
治
３４
年（
１９
０１
）３
月
１８
０
紀
伊
妄
信
俗
伝
雑
録
岡
本
彌
３０
０
明
治
３４
年（
１９
０１
）４
月
１８
１
伊
豆
初
島
旅
行
談
論
説
及
報
告
内
田
銀
蔵
３０
１
明
治
３４
年（
１９
０１
）５
月
１８
２
粥
杖
考
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
３０
２
明
治
３ ４
年（
１９
０１
）６
月
１８
３
伊
豆
初
島
旅
行
談（
承
前
）
論
説
及
報
告
内
田
銀
蔵
３０
３
明
治
３４
年（
１９
０１
）７
月
１８
４
伊
豆
初
島
旅
行
団（
承
前
完
結
）
論
説
及
報
告
内
田
銀
蔵
７９（１２０）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
３０
４
尊
崇
を
受
け
た
る
榊
雑
報
山
田
都
右
衛
門
３０
５
明
治
３４
年（
１９
０１
）９
月
１８
６
土
俗
比
較
談
論
説
及
報
告
水
越
正
義
３０
６
陸
奥
国
八
戸
地
方
に
於
け
る
涅
歯
風
俗
に
就
て
論
説
及
報
告
河
村
末
吉
３０
７
明
治
３４
年（
１９
０１
）１
１
月
１７
１８
８
沖
縄
考
古
土
俗
雑
話
論
説
及
報
告
加
藤
三
吾
３０
８
明
治
３４
年（
１９
０１
）１
２
月
１８
９
對
馬
に
於
け
る
「
旭
さ
す
」
の
伝
説
雑
報
坪
井
正
五
郎
３０
９
明
治
３５
年（
１９
０２
）１
月
１９
０
阿
波
国
水
頭
山
土
俗
論
説
及
報
告
玉
置
繁
雄
３１
０
明
治
３５
年（
１９
０２
）２
月
１９
１
東
京
人
類
学
会
創
立
第
十
七
回
記
念
会
演
説
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
３１
１
涅
歯
風
俗
に
就
て
雑
録
高
山
青
嶂
３１
２
明
治
３５
年（
１９
０２
）３
月
１９
２
本
邦
生
殖
器
崇
拝
畧
記
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
３１
３
明
治
３５
年（
１９
０２
）４
月
１９
３
正
月
十
五
日
の
道
祖
神
祭
に
つ
き
て
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
３１
４
明
治
３５
年（
１９
０２
）５
月
１９
４
人
柱
に
関
す
る
研
究
論
説
及
報
告
布
施
千
造
３１
５
明
治
３５
年（
１９
０２
）６
月
１９
５
薩
南
大
島
の
話
論
説
及
報
告
昇
直
隆
３１
６
薩
南
大
島
の
涅
歯
風
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３１
７
明
治
３５
年（
１９
０２
）７
月
１９
６
美
濃
国
太
田
町
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
林
魁
一
３１
８
墓
標
に
利
用
せ
る
石
棒
雑
録
中
村
士
徳
３１
９
明
治
３５
年（
１９
０２
）８
月
１９
７
拙
稿
「
岐
神
考
」
に
對
す
る
三
渓
氏
の
評
論
に
つ
き
て
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
３２
０
明
治
３５
年（
１９
０２
）９
月
１９
８
駿
河
国
富
士
郡
及
び
備
前
岡
山
涅
歯
風
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３ ２
１
テ
ン
ト
ー
サ
マ
雑
録
長
井
行
３２
２
越
後
国
彌
彦
驛
歳
末
歳
首
の
風
俗
雑
録
花
井
菊
太
郎
３２
３
明
治
３５
年（
１９
０２
）１
０
月
１８
１９
９
神
籠
石
に
就
て
論
説
及
報
告
西
美
波
３２
４
涅
歯
の
起
源
に
就
て
雑
録
大
野
雲
外
３２
５
甲
斐
の
落
葉（
一
）
雑
録
山
中
笑
３２
６
明
治
３５
年（
１９
０２
）１
１
月
２０
０
甲
斐
の
落
葉（
二
）
雑
録
山
中
笑
３２
７
明
治
３５
年（
１９
０２
）１
２
月
２０
１
琉
球
雑
記
論
説
及
報
告
加
藤
三
吾
３２
８
薩
南
大
島
に
於
け
る
節
句
儀
式
及
び
遊
戯
論
説
及
報
告
昇
直
隆
３２
９
日
本
食
物
事
彙
序
雑
録
坪
井
正
五
郎
３３
０
隠
岐
国
海
士
郡
海
士
村
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３３
１
明
治
３６
年（
１９
０３
）２
月
２０
３
瘧
の
方
言
並
に
迷
信
に
関
す
る
材
料
を
求
む
雑
録
宮
島
幹
之
助
７８（１２１）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
３３
２
大
隅
国
肝
屬
郡
佐
多
村
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３３
３
甲
斐
の
落
葉（
三
）
雑
録
山
中
笑
３３
４
明
治
３６
年（
１９
０３
）３
月
２０
４
大
隅
国
肝
屬
郡
花
岡
村
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３３
５
明
治
３６
年（
１９
０３
）４
月
２０
５
日
向
国
宮
崎
郡
青
島
村
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３３
６
明
治
３６
年（
１９
０３
）５
月
２０
６
瘧
疾
に
関
す
る
迷
信
雑
録
窪
美
昌
保
３３
７
美
濃
可
兒
郡
平
牧
村
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３３
８
甲
斐
の
落
葉（
四
）
雑
録
山
中
笑
３３
９
明
治
３６
年（
１９
０３
）７
月
２０
８
東
京
人
類
学
会
創
立
第
十
八
回
記
念
会
演
説
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
３４
０
日
向
国
兒
湯
郡
木
城
村
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３４
１
明
治
３６
年（
１９
０３
）８
月
２０
９
浦
和
藻
鹽
草（
一
）
雑
録
出
口
米
吉
３４
２
琉
球
雑
記（
三
）
雑
録
加
藤
三
吾
３４
３
甲
斐
の
落
葉
雑
録
山
中
笑
３４
４
長
門
六
島
村
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３４
５
瘧
に
つ
い
て
雑
録
米
井
清
三
郎
３４
６
瘧
疾
に
関
す
る
迷
信（
宮
島
幹
之
助
君
の
参
考
に
供
す
）
雑
録
宇
都
宮
勉
爾
３４
７
明
治
３６
年（
１９
０３
）９
月
２１
０
甲
斐
の
落
葉（
五
）
雑
録
山
中
笑
３４
８
淡
路
国
津
各
郡
州
本
町
并
附
近
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３４
９
明
治
３６
年（
１９
０３
）１
０
月
１９
２１
１
東
京
人
類
学
会
創
立
第
十
九
回
記
念
会
演
説
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
３５
０
涅
歯
風
習
に
就
て
雑
録
高
山
青
嶂
３５
１
明
治
３６
年（
１９
０３
）１
１
月
２１
２
日
向
国
兒
湯
郡
都
農
村
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３５
２
明
治
３６
年（
１９
０３
）１
２
月
２１
３
く
ち
よ
せ
雑
録
竹
内
浅
助
３５
３
日
向
国
兒
湯
郡
美
々
津
村
及
西
臼
杵
郡
岩
戸
村
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３５
４
明
治
３７
年（
１９
０４
）２
月
２１
５
水
掛
祝
の
起
源
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
３５
５
壱
岐
国
壱
岐
郡
渡
良
村
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３５
６
明
治
３７
年（
１９
０４
）４
月
２１
７
大
隅
国
熊
毛
郡
北
種
子
村
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３５
７
明
治
３７
年（
１９
０４
）５
月
２１
８
競
争
の
勝
負
を
以
て
一
年
の
幸
運
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
厭
勝
雑
録
出
口
米
吉
３５
８
明
治
３７
年（
１９
０４
）７
月
２２
０
對
馬
国
下
懸
郡
厳
原
町
地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３５
９
明
治
３７
年（
１９
０４
）８
月
２２
１
伊
豆
初
島
の
遺
跡
及
土
俗
雑
録
玉
置
繁
雄
７７（１２２）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
３６
０
美
濃
国
加
茂
郡
東
白
川
村
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３６
１
明
治
３７
年（
１９
０４
）９
月
２２
２
人
類
諸
問
題
研
究
の
総
括
と
人
類
諸
問
題
総
括
の
研
究
論
説
及
報
告
坪
井
正
五
郎
３６
２
對
馬
上
懸
郡
西
津
屋
村
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３６
３
沖
縄
上
流
の
結
婚
雑
報
３６
４
明
治
３７
年（
１９
０４
）１
１
月
２０
２２
４
国
民
伝
説
史
の
講
義
雑
報
鳥
居
龍
蔵
３６
５
方
言
採
集
簿
雑
報
鳥
居
龍
蔵
３６
６
明
治
３７
年（
１９
０４
）１
２
月
２２
５
琉
球
群
島
の
単
語
論
説
及
報
告
伊
波
普
猷
３６
７
甲
斐
よ
り
富
山
に
至
る
途
上
の
見
聞
雑
録
出
口
米
吉
３６
８
大
隅
国
熊
毛
郡
中
種
子
村（
野
間
）涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３６
９
沖
縄
の
雨
乞
ひ
雑
報
３７
０
沖
縄
の
子
守
歌
雑
報
３７
１
明
治
３８
年（
１９
０５
）１
月
２２
６
輪
拔
に
つ
き
て
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
３７
２
琉
球
人
の
誕
生
日
に
関
す
る
儀
式
雑
録
内
田
す
ゑ
３７
３
大
隅
国
熊
毛
郡
上
尾
久
村（
永
田
）地
方
涅
歯
習
俗
雑
録
高
山
青
嶂
３ ７
４
明
治
３８
年（
１９
０５
）２
月
２２
７
沖
縄
諸
島
に
住
居
せ
し
先
住
人
民
に
就
て
論
説
及
報
告
鳥
居
龍
蔵
３７
５
明
治
３８
年（
１９
０５
）３
月
２２
８
鬼
の
来
る
夜
雑
録
出
口
米
吉
３７
６
陸
中
盛
岡
附
近
の
土
俗
雑
録
草
野
甚
太
郎
３７
７
明
治
３８
年（
１９
０５
）５
月
２３
０
琉
球
人
の
日
常
生
活
雑
録
内
田
す
ゑ
３７
８
歯
固
の
考
雑
録
出
口
米
吉
３７
９
美
濃
に
於
け
る
「
朝
日
さ
す
云
々
」
の
歌
雑
報
３８
０
明
治
３８
年（
１９
０５
）９
月
２３
４
撒
豆
望
粥
及
散
米
雑
録
出
口
米
吉
３８
１
明
治
３８
年（
１９
０５
）１
０
月
２１
２３
５
正
月
注
連
縄
に
炭
を
飾
る
習
慣
雑
録
出
口
米
吉
３８
２
明
治
３８
年（
１９
０５
）１
１
月
２ ３
６
忌
詞
に
つ
き
て
雑
録
出
口
米
吉
３８
３
明
治
３８
年（
１９
０５
）１
２
月
２３
７
本
邦
神
話
俗
伝
に
見
は
れ
た
る
動
物
崇
拝
の
一
例
論
説
及
報
告
小
林
庄
次
郎
３８
４
明
治
３９
年（
１９
０６
）１
月
２３
８
門
松
考
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
３８
５
明
治
３９
年（
１９
０６
）３
月
２４
０
強
迫
的
禁
厭
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
３８
６
明
治
３９
年（
１９
０６
）５
月
２４
２
蛇
崇
拝
に
つ
き
て
思
ひ
付
け
る
事
ど
も
雑
録
出
口
米
吉
３８
７
北
風
と
南
風
と
の
婚
姻
に
関
す
る
伝
説
雑
録
S.
I.
７６（１２３）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
３８
８
明
治
３９
年（
１９
０６
）６
月
２４
３
奇
怪
し
き
葬
礼
雑
録
S.
I.
３８
９
明
治
３９
年（
１９
０６
）９
月
２４
６
伊
豆
大
島
の
婦
人
雑
録
篠
原
と
ら
子
３９
０
明
治
３９
年（
１９
０６
）１
１
月
２２
２４
８
陸
中
に
於
け
る
生
殖
器
崇
拝
の
一
例
雑
報
伊
能
生
３９
１
明
治
３９
年（
１９
０６
）１
２
月
２４
９
美
濃
国
に
於
け
る
オ
コ
リ
に
関
す
る
妄
信
俗
伝
雑
報
林
魁
一
３９
２
明
治
４０
年（
１９
０７
）１
月
２５
０
松
に
対
す
る
邦
人
古
来
の
思
想
雑
録
菅
野
眞
澄
３９
３
明
治
４０
年（
１９
０７
）３
月
２５
２
薩
南
海
島
の
俗
謡
雑
報
３９
４
明
治
４ ０
年（
１９
０７
）４
月
２５
３
琉
球
人
の
仏
事
に
関
す
る
儀
式
雑
録
内
田
す
ゑ
子
３９
５
越
中
国
五
箇
山
の
方
言
雑
報
米
澤
生
３９
６
明
治
４０
年（
１９
０７
）９
月
２５
８
烏
崇
拝
の
遺
習
雑
録
出
口
米
吉
３９
７
明
治
４０
年（
１９
０７
）１
１
月
２３
２６
０
婦
人
の
月
経
に
関
す
る
迷
信
と
涅
歯
雑
録
米
澤
足
立
３９
８
明
治
４１
年（
１９
０８
）１
月
２６
２
元
旦
の
福
神
雑
録
出
口
米
吉
３９
９
明
治
４１
年（
１９
０８
）２
月
２６
３
左
儀
長
考
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
４０
０
明
治
４１
年（
１９
０８
）４
月
２６
５
飯
杓
子
に
対
す
る
俗
信
の
由
来
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
４０
１
明
治
４１
年（
１９
０８
）７
月
２６
８
徒
然
草
に
見
ゆ
る
ク
サ
メ
の
風
習
雑
録
出
口
米
吉
４０
２
明
治
４１
年（
１９
０８
）９
月
２７
０
涅
歯
に
就
て
雑
録
南
方
熊
楠
４０
３
明
治
４１
年（
１９
０８
）１
０
月
２４
２７
１
我
国
に
於
け
る
石
崇
拝
の
痕
跡
雑
録
出
口
米
吉
４０
４
明
治
４１
年（
１９
０８
）１
１
月
２７
２
日
本
に
於
け
る
離
婚
問
題
雑
録
坪
井
正
五
郎
４０
５
沖
縄
い
ろ
は
歌
並
に
其
解
雑
録
内
田
す
え
子
４０
６
南
波
照
間
物
語
雑
報
よ
、
い
４０
７
明
治
４２
年（
１９
０９
）１
月
２７
４
小
児
と
魔
除
雑
録
出
口
米
吉
４０
８
沖
縄
い
ろ
は
歌
並
に
其
解（
承
前
）
雑
録
内
田
す
ゑ
子
４０
９
明
治
４２
年（
１９
０９
）２
月
２７
５
生
殖
器
崇
拝
雑
録
瀧
浦
文
彌
４１
０
南
部
の
私
大
雑
報
よ
、
い
４１
１
鬼
と
人
雑
報
４１
２
明
治
４２
年（
１９
０９
）３
月
２７
６
沖
縄
い
ろ
は
歌
正
誤
及
び
解
釈
追
加
雑
報
４１
３
明
治
４２
年（
１９
０９
）４
月
２７
７
節
分
の
夜
門
戸
に
挿
す
鰯
頭
に
つ
き
て
雑
録
出
口
米
吉
４１
４
明
治
４２
年（
１９
０９
）９
月
２８
２
我
国
に
於
け
る
植
物
崇
拝
の
痕
跡
雑
録
出
口
米
吉
４１
５
明
治
４３
年（
１９
１０
）３
月
２５
２８
８
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拝
雑
録
山
中
笑
７５（１２４）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
４１
６
明
治
４３
年（
１９
１０
）６
月
２９
１
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拝
論
説
及
報
告
南
方
熊
楠
４１
７
明
治
４３
年（
１９
１０
）８
月
２９
３
陸
中
国
矢
崎
の
堰
口
祭
雑
報
よ
、
い
４１
８
明
治
４３
年（
１９
１０
）１
０
月
２６
２９
５
風
俗
漸
化
の
測
定
雑
録
坪
井
正
五
郎
４１
９
明
治
４３
年（
１９
１０
）１
１
月
２９
６
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拝（
追
加
）
雑
録
南
方
熊
楠
４２
０
馬
頭
神
に
就
て
雑
報
南
方
熊
楠
４２
１
明
治
４４
年（
１９
１１
）１
月
２９
８
諸
人
風
習
奇
談
雑
録
坪
井
正
五
郎
４２
２
明
治
４４
年（
１９
１１
）２
月
２９
９
山
神
「
オ
コ
ゼ
」
魚
を
好
む
と
云
ふ
事
雑
録
南
方
熊
楠
４ ２
３
誕
生
日
に
小
児
の
生
立
を
卜
ふ
事
雑
報
南
方
熊
楠
４２
４
『
人
類
学
雑
誌
』
明
治
４４
年（
１９
１１
）４
月
２７
３０
１
踊
の
今
と
昔
論
説
及
報
告
柳
田
國
男
４２
５
魔
除
に
赤
色
を
用
ゐ
る
由
来
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
４２
６
山
神
と
「
ヲ
コ
ゼ
」
雑
録
柳
田
國
男
４２
７
明
治
４４
年（
１９
１１
）５
月
３０
２
踊
の
今
と
昔（
二
）
論
説
及
報
告
柳
田
國
男
４２
８
明
治
４４
年（
１９
１１
）６
月
３０
３
祓
に
関
す
る
一
習
慣
に
つ
い
て
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
４２
９
踊
の
今
と
昔（
三
）
論
説
及
報
告
柳
田
國
男
４３
０
俗
間
信
仰
か
ら
見
た
塩
雑
録
前
田
太
郎
４３
１
首
き
れ
馬
の
伝
説
雑
録
笠
井
新
也
４３
２
仏
経
に
見
え
た
る
古
話
二
則
雑
報
南
方
熊
楠
４３
３
明
治
４４
年（
１９
１１
）７
月
３０
４
踊
の
今
と
昔（
続
）
論
説
及
報
告
柳
田
國
男
４３
４
祓
に
関
す
る
一
習
慣
に
つ
い
て（
完
）
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
４３
５
明
治
４４
年（
１９
１１
）８
月
３ ０
５
唾
を
祓
除
に
用
ゐ
る
習
慣
に
つ
き
て
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
４３
６
踊
の
今
と
昔（
五
）
論
説
及
報
告
柳
田
國
男
４３
７
睡
眠
中
に
霊
魂
抜
出
づ
と
の
迷
信
雑
報
南
方
熊
楠
４３
８
明
治
４４
年（
１９
１１
）９
月
３０
６
イ
タ
カ
及
び
サ
ン
カ
論
説
及
報
告
柳
田
國
男
４３
９
山
神
猫
を
忌
む
雑
報
前
田
生
４４
０
三
輪
山
伝
説
雑
報
前
田
生
４４
１
明
治
４４
年（
１９
１１
）１
０
月
３０
７
イ
ス
ノ
キ
に
関
す
る
里
伝
雑
報
南
方
熊
楠
４４
２
疱
瘡
の
呪
雑
報
前
田
生
４４
３
唾
を
祓
除
に
用
ゐ
る
習
慣
雑
報
よ
、
い
７４（１２５）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
４４
４
信
濃
木
曽
の
年
中
行
事
雑
報
４４
５
明
治
４４
年（
１９
１１
）１
１
月
３０
８
「
イ
タ
カ
」
及
び
「
サ
ン
カ
」（
其
二
）
論
説
及
報
告
柳
田
國
男
４４
６
田
螺
を
神
物
と
す
る
事
雑
報
南
方
熊
楠
４４
７
明
治
４４
年（
１９
１１
）１
２
月
３０
９
人
身
御
供
雑
報
前
田
生
４４
８
通
魔
の
俗
説
雑
報
前
田
生
４４
９
水
掛
祝
ひ
の
研
究
の
資
料
雑
報
前
田
生
４５
０
壱
岐
に
於
け
る
百
合
若
の
伝
説
雑
報
４５
１
明
治
４５
年（
１９
１２
）１
月
２８
３１
０
白
馬
節
会
に
つ
き
て
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
４５
２
魔
除
に
赤
色
を
用
ゆ
雑
報
南
方
熊
楠
４５
３
河
童
に
就
て
雑
報
南
方
熊
楠
４５
４
古
代
ヨ
メ
の
意
義
雑
報
前
田
生
４５
５
明
治
４５
年（
１９
１２
）２
月
３１
１
「
イ
タ
カ
」
及
び
「
サ
ン
カ
」（
其
三
）
論
説
及
報
告
柳
田
國
男
４５
６
降
雨
の
呪
術
に
つ
い
て
雑
録
出
口
米
吉
４５
７
神
狼
の
話
雑
報
南
方
熊
楠
４５
８
浮
世
風
呂
に
見
え
た
る
関
東
弁
の
一
例
雑
報
前
田
生
４５
９
明
治
４５
年（
１９
１２
）３
月
３１
２
千
年
以
上
の
火
種
雑
報
南
方
熊
楠
４６
０
白
馬
節
会
に
就
て
雑
報
南
方
熊
楠
４６
１
明
治
４５
年（
１９
１２
）４
月
３１
３
狗
賓
餅
と
黄
泉
戸
喫
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
４６
２
遠
野
雑
記
雑
録
佐
々
木
繁
４６
３
明
治
４５
年（
１９
１２
）５
月
３１
４
い
ん
の
こ
論
説
及
報
告
石
巻
良
夫
４６
４
喪
祭
時
の
水
に
就
て（
一
）
雑
録
前
田
太
郎
４６
５
日
本
民
俗
学
会
の
設
立
雑
報
４６
６
明
治
４５
年（
１９
１２
）６
月
３１
５
御
歳
木
雑
録
石
巻
良
夫
４６
７
犬
の
呪
雑
報
前
田
生
４６
８
馬
尾
鼠
巣
雑
報
前
田
生
４６
９
サ
ヽ
ラ
と
称
す
る
特
殊
部
落
雑
報
前
田
生
４７
０
津
軽
の
虫
送
祭
雑
報
武
田
眞
一
４７
１
烏
面
馬
を
利
用
す
る
各
方
民
俗
雑
報
７３（１２６）
雑
誌
名
刊
行
年
巻
数
号
数
記
事
名
種
別
執
筆
者
４７
２
遠
江
見
附
町
の
裸
祭
雑
報
４７
３
明
治
４５
年（
１９
１２
）７
月
３１
６
大
和
国
に
行
は
る
テ
ン
ゴ
ク（
天
御
供
）に
つ
い
て
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
４７
４
喪
祭
時
の
水
に
就
て（
三
）
雑
録
前
田
太
郎
４７
５
親
が
子
を
殺
し
て
身
を
全
う
せ
し
事
雑
報
南
方
熊
楠
４７
６
近
世
名
古
屋
に
於
け
る
民
間
信
仰
の
二
三
雑
報
前
田
生
４７
７
五
月
絶
織
機
雑
報
前
田
生
４７
８
明
治
初
頭
に
行
は
れ
出
し
た
名
古
屋
の
手
鞠
唄
雑
報
前
田
生
４７
９
明
治
４５
年（
１９
１２
）８
月
３１
７
睡
眠
中
に
霊
魂
抜
出
づ
と
の
迷
信
論
説
及
報
告
南
方
熊
楠
４８
０
指
切
り
に
つ
き
て
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
４８
１
喪
祭
時
の
水
に
就
て（
四
）
雑
録
前
田
太
郎
４８
２
犬
の
呪
雑
報
出
口
米
吉
４８
３
通
魔
の
俗
説
雑
報
南
方
熊
楠
４８
４
塩
に
関
す
る
迷
信
雑
報
南
方
熊
楠
４８
５
血
は
紅
な
る
鶏
の
蹴
合
雑
報
４８
６
振
舞
水
の
権
与
に
関
す
る
一
説
雑
報
前
田
生
４８
７
大
正
１
年（
１９
１２
）９
月
３１
８
ケ
モ
ノ
と
ケ
ダ
モ
ノ
に
つ
き
て
論
説
及
報
告
出
口
米
吉
４８
８
狼
人
信
仰
の
起
源（
上
）
雑
録
前
田
太
郎
４８
９
陸
中
遠
野
地
方
の
婚
姻
雑
報
４９
０
天
柱
山
上
之
妖
魔
雑
報
４９
１
大
正
１
年（
１ ９
１２
）１
０
月
３１
９
岩
船
論
説
及
報
告
石
巻
良
夫
４９
２
土
俗
覚
帳（
一
）
雑
録
出
口
生
４９
３
狼
人
信
仰
の
起
源（
一
）
雑
録
前
田
太
郎
４９
４
天
明
年
間
京
都
の
方
言
雑
報
前
田
生
４９
５
鎌
倉
時
代
親
族
の
名
称
雑
報
前
田
生
４９
６
蝨
約
を
守
る
の
説
雑
報
前
田
太
郎
４９
７
饅
頭
会
雑
報
前
田
太
郎
４９
８
多
産
雑
報
前
田
生
４９
９
広
島
地
方
の
蟲
送
り
雑
報
前
田
生
７２（１２７）
